
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２７回 鳥取県図書館大会 

 

とっとり県民カレッジ連携講座 

 
【参加費】鳥取県図書館協会会員：無料（当日入会もできます） 
会員外：会場参加で資料が必要な方は 500 円（要事前申込） 

※資料は鳥取県図書館協会ホームページ（鳥取県立図書館ホームページ内）で公開します。 
 持参される方はダウンロードして印刷してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記念講演 

講師：野末 俊比古 氏（青山学院大学教育人間科学部教育学科教授） 

 

 

 

 

 

事例発表 １２：４５～１３：４５ 会場：小ホール 

 

 

 

 

分科会 １４：００～１５：３０ 会場は当日掲示 

 
 
 
 

 
 

 

   

令和４年８月１日（月）10：00～15：30（受付 9：30～） 

米子コンベンションセンター 小ホール他 

≪ お 問 合 せ ≫ 

※問合せ先と申込先が異なりますのでご注意ください。 
鳥取県図書館協会事務局（鳥取県立図書館内） 
電話：０８５７－２６－８１５５ FAX：０８５７－２２－２９９６ 

申込用紙は裏面です。 

※手話通訳・要約筆記あり 

主催：鳥取県図書館協会 共催：鳥取県学校図書館協議会 鳥取県公共図書館協議会 鳥取県書店商業組合 鳥取県立図書館 後援：公益社団法人日本図書館協会 

～デジタル化 によるメリットを学 ぶ～ 

 

ＩＣＴを活用した図書館のあり方 

プロフィール：1968年、静岡県浜松市（旧引佐町）生まれ。1997年、東京大学大学院教育学研究科博士後期 

課程単位取得満期退学。 青山学院大学教授・図書館長・アカデミックライティングセンター長・革新技術と社会共創研究所副所長。 

専門分野は教育情報学・図書館情報学、関心領域は情報リテラシー教育など。 

◆デジタル化ひいてはＤＸとは何かからはじめ、（特に子どもたちの）学びを支えるために図書館は何をすべきかについて考えます。 

 

 

【会場参加】 

定員 １５０名 

【オンライン参加】 

受信可能な端末 

最大５００台まで 

 

 

 

 

当日公開 

「“図書館ＤＸ”を考える  
─学びを支える図書館から学び合いを創る図書館へ─」 

 

 

 

 

 

電子書籍の導入は、コロナ禍や災害が起こっても図書館が活用で

きること、また、今年 3月に策定した読書バリアフリー計画の観点
からも必要なサービスであることについて発表します。 

【発表者】長本次郎（鳥取市立中央図書館長） 

 

◆「ＧＩＧＡスクール時代に学校図書館ができること」 

 【発表者】安田美穂子（南部町立会見小学校 学校司書） 

 学校図書館のＤＸ化、デジタル活用も含めた情報活用能力の育成
にどう関わるか、学校司書のデジタルスキルアップ、これら３つの

柱についてお話します。 

 
◆「ＩＣＴを活用したバリアフリー図書のご紹介」 

 【発表者】酒井詩織 

（社会福祉法人 鳥取県ライトハウス点字図書館 読書支援員） 

 デイジー図書及びマルチメディアデイジーについて、操作やダウ

ンロード方法など動画を交え紹介します。 

紙とインターネット版「ポプラディア」それぞれの特徴と活用法について 

◆「学校図書館×ＩＣＴ活用」（パネルディスカッション） 

～デジタルとアナログの融合の先にある新しい図書館を目指して～ 

◆「電子図書館で図書館をもっと身近に、便利に！」 

 

 

◆「鳥取県立図書館の電子図書館構想と電子書籍」 
（行政説明と各社のプロモーション） 

【発表者】岩﨑武史（鳥取県立図書館 支援協力課市町村担当 係長） 

【説 明】販売会社（紀伊國屋書店、図書館流通センター、 

OverDrive Japan）の説明 

 鳥取県立図書館の電子図書館構想と電子書籍サービスについて 

 

GIGA スクール構想の実現に向けて、ＩＣＴ教育を実践しているそれぞれの

立場から、学校図書館を活用した取組について、今後の展開を討論する。 

 

 

【コーディネーター】  

岩﨑有朋（鳥取県教育センターGIGA スクール推進課 係長） 

【パネリスト】 

黒見真由美（江府町立奥大山江府学園 教諭） 

尾﨑昭彦（鳥取県立鳥取工業高等学校 主幹教諭） 

橋中真紀子（鳥取県立図書館 学校図書館支援員併小中学校課指導主事） 

 

【講師】斎木小太郎（ポプラ社こどもの学びグループ 開発ユニット   

ポプラディアチーム兼こどもの学び研究所 主席研究員） 

 

 

◆「図書館応援団交流会」（講演とグループディスカッション） 

 中原みどり（小郡図書館友の会鉢の子 事務局長） 

 
小郡図書館友の会鉢の子の中原氏のお話の後、県内の図書館応援団の活動

紹介や参加された図書館応援団、ボランティア、これから応援団になりたい方

等とグループディスカッションを行う。 

 

昨年 5 月、キナルなんぶ内にリニューアルオープンした南部町立
図書館の紹介映像を鳥取県図書館協会ホームページ（鳥取県立
図書館ホームページ内）当日公開します。 

◆「南部町立図書館の紹介映像の公開」 

 

 

（米子市末広町 294 電話：0859-35-8111） 
 

 

◆「「ポプラディア」をつかいたおそう！」 （ワークショップ） 
～紙で調べる、電子で調べる。同じ百科事典でどこが違う？～ 

 

１０：１５～１１：４５  会場：小ホール 
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 電子図書館構想と電子書籍 会

員

種

別 

 個人会員 

 ポプラディアをつかいたおそう！  団体・施設会員 

所属（図書館・学校・団体名）  学校図書館×ＩＣＴ活用  当日入会希望 

 図書館応援団交流会  会員外 

参加方法 会場参加 ／ オンライン参加 資
料 

必要 / 不要 

電話番号 メールアドレス 
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電子図書館構想と電子書籍 会

員

種

別 

 個人会員 

 ポプラディアをつかいたおそう！  団体・施設会員 

所属（図書館・学校・団体名）  学校図書館×ＩＣＴ活用  当日入会希望 

 図書館応援団交流会  会員外 

参加方法 会場参加 ／ オンライン参加 資
料 

必要 / 不要 

電話番号 メールアドレス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２７回鳥取県図書館大会実行員会事務局（米子市立図書館）行 

ＦＡＸ ０８５９－２２－２６３７ 
申込締切 ７月２２日（金） 

第２７回 鳥取県図書館大会 参加申込書 
◆参加費（資料代）は、鳥取県図書館協会の個人会員、団体・施設会員（各１名まで）は無料です。 
  当日、協会へ入会された方も無料となります。「当日入会希望」に〇印をお付けください。 
◆会場参加が不可になった場合に備えて、会場参加・オンライン参加ともにメールアドレスをご記入くださ
い。 
オンライン参加の方には、連絡事項・参加ＵＲＬを７月２６日（火）にメールでお送りする予定です。 
期日にメールが送られてこない場合は、鳥取県立図書館までご連絡ください。 

◆複数の参加者で視聴された場合は、大会終了後、氏名と所属を鳥取県図書館協会事務局（鳥取県立
図書館内）までお知らせください。 

◆分科会は先着順にて受け付けます。 
下欄に希望順位をご記入ください。定員を超えた場合、第２希望に振り替えさせていただきます。 

【申込先】鳥取県図書館大会実行委員会事務局（米子市立図書館） 

【所在地】〒683-0822 鳥取県米子市中町８番地 

【電話】０８５９－２２－２６１２  【FAX】０８５９－２２－２６３７    

【E-mail】info@yonago-toshokan.jp 

※会場参加やオンライン参加などの開催方法については、１週間前に鳥取県立図書館のホームページに掲載してお知らせします。 
※新型コロナウイルス感染状況や大型台風の接近など大会の開催が危ぶまれる場合、当日であっても中止あるいは内容を変更する
ことがあります。当日の朝７時を目途に県立図書館のホームページ上で対応を告知する予定です。 

 
 
・発熱等、体調に不調が生じた場合、参加はご遠慮ください。 
・このイベントは事前申込み制としており、お名前、連絡先等をお尋ねしております。 
他の参加者に新型コロナウイルス感染者が確認された場合は、接触者として保健所等から聞取
り調査が行われる場合があります。 
・入場時に検温を行います。発熱（37.5 度が目安）がある方の参加はお断りします。 
・三つの密（密閉・密集、密接）の回避をお願いします。 
・マスクの着用をお願いします。 
・こまめな手洗い、手指消毒、咳エチケットの励行をお願いします。 

◆参加される皆様へのお願い◆ 

 

鳥取県立図書館 

ホームページは 

こちらから！ 

申

込

先 

ＦＡＸ、Ｅ-mail、または郵送にて７月２２日（金）までにお申し込みください。 

 


